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援等システム（各館レベル）

な
っ
て
い
る
（
図
1
.
2
)
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
れ
ば
、
作
者
名
や
作
品
名
、

制
作
年
代
と
い
っ
た
一
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
、

知
り
た
い
情
報
に
直
ち
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
け

ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
全
国
規
模
で
一
種
の
仮
想

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
文
化
庁

9-
で
は
、
今
後
と
も
、
公
私
立
博
物
館
、
美
術
館
等
に

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
充
実
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
庁
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
東
京
国

立
博
物
館
等
と
協
力
し
て
、
実
際
の
展
示
面
で
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
活
用
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
等
の
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
茶
壺
等
の
美
術
工
芸
品
を
対
象
と
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
用
い
て
、
作
品

の
制
作
過
程
を
再
現
し
、
制
作
当
初
の
色
彩
の
復
元

等
を
実
施
し
て
い
る
（
平
成
―
一
年
度
予
算
額
約
二
、

六
0
0万
円
）
。

こ
の
ほ
か
、
文
化
庁
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
無

形
民
俗
文
化
財
記
録
刊
行
事
業
と
し
て
、
地
域
の
伝

統
的
な
生
活
や
風
俗
慣
習
等
の
画
像
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、

C
D
I
R
O
M
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
伝
・

承
電
子
図
鑑
」
を
作
成
し
て
い
る
。

罰
関
係
の
整
理

文
化
財
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
著
作
権
や
所
有
権
等
の
権
利
問
題
を
整
理
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
文
化
財
は
、
一
般
的
に
は
著

作
権
の
保
護
期
間
（
五

0
年
）
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
複
製
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
）
や
複
製

品
の
販
売
等
が
、
当
該
文
化
財
の
著
作
権
と
の
関
係

上
は
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
文
化
財
の
所
有
者
と
デ
ジ
タ
ル
画
像

の
制
作
者
の
間
で
、
著
作
権
と
は
別
に
契
約
を
結
ぶ

こ
と
で
、
所
有
者
の
許
諾
の
な
い
デ
ジ
タ
ル
画
像
の

-
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文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
に
関
す

る
情
報
を
最
新
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
技
循
等
を
用
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
文
化
財
情
報
の
保
存
・
蓄
積
・

修
復
・
公
開
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
原
色
写
真
原
版
の
内
容
の
維
持
等
の
収
蔵
品

の
劣
化
対
策
、
退
色
し
た
原
版
の
色
の
復
元
、
修
復
時
の
情
報
と
し
て
の
利
用
、

学
循
目
的
で
の
情
報
の
解
析
・
研
究
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
一
般
向

け
の
閲
覧
、
公
開
等
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
文
化
財
を
次
世
代
に
継
承

す
る
上
で
最
新
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
技
術
等
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
、
政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
等
に
お
い
て
様
々
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

本
号
で
は
、
こ
う
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
文
化
財
保
存
・
活
用
の
各
般
の

取
組
状
況
を
紹
介
す
る
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
、
文
化
庁
や
国

立
の
博
物
館
、
美
術
館
、
文
化
財
研
究
所
が
収
蔵
す

る
文
化
財
等
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
、
「
文
化
財
情
報

シ
ス
テ
ム
・
美
術
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
を
開
始

し
、
平
成
八
年
度
に
国
立
の
博
物
館
、
美
術
館
、
文

化
財
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
平
成
九

年
度
に
は
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
国

指
定
文
化
財
の
情
報
の
提
供
を
開
始
す
る
な
ど
シ
ス

文
化
庁
に
お
け
る
施
策

文
化
財
保
護
部

伝
統
文
化
課

テ
ム
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
一

一
年
度
予
算
額
は
約
五
億
八
、
二

0
0万
円
）
、
今
年

度
は
、
新
た
に
京
都
国
立
博
物
館
の
原
色
写
真
原
版

の
超
高
精
細
画
像
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

公
私
立
の
博
物
館
、
美
術
館
等
の
中
に
も
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
収
蔵
品
や
展
覧
会
の
情
報
提
供
を

行
う
と
こ
ろ
が
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文

化
庁
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
公
私
立
の

博
物
館
、
美
術
館
、
文
化
財
調
査
研
究
機
関
、
文
化

行
政
機
関
等
と
の
間
で
文
化
財
や
美
術
品
等
の
情
報

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
一
般
の
人
々
や
研
究
者
等

の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
に
文
化
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
共
通
索
引
シ
ス
テ
ム
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
各
博
物
館
等
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
中
の
文
化
財
等
の
情
報
を
共
通
の
索
引
で
結

び
、
国
民
が
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
情
報
を
直
ち

に
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
（
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
に
は
、
平
成
―
一
年
五
月
一
日
現
在
、
四
三
の

博
物
館
、
美
術
館
等
が
参
加
し
て
お
り
、
約
九
、
八

0
0件
の
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
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博
物
館
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
が
収
蔵
品
に
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
は
単
に
物
理
的
に
保
管
す
る
だ
け
で

は
足
り
ず
、
「
情
報
」
と
し
て
も
整
理
さ
れ
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
と
は
言
え
多
数
の
収
蔵
品
情
報
に

つ
い
て
、
日
常
的
に
必
要
な
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

す
べ
て
的
確
な
整
理
が
行
き
届
い
て
い
る
状
態
を
常

に
保
つ
こ
と
は
、
現
実
に
は
な
か
な
か
難
し
い
。
東

京
国
立
博
物
館
で
は
先
ず
、
収
蔵
品
に
関
し
て
す
で

に
存
在
す
る
情
報
は
す
べ
て
情
報
シ
ス
テ
ム
内
で
一

元
的
に
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
方
針
を
立
て

た
。
理
想
実
現
へ
の
現
実
的
な
第
一
歩
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
最
近
特
に
関
心
の
高
ま
っ

て
い
る
画
像
デ
ー
タ
作
成
・
蓄
積
・
運
用
状
況
の
一

端
を
紹
介
す
る
。
な
お
情
報
シ
ス
テ
ム
全
体
像
に
つ

い
て
は
本
誌
三
四
七
号
（
平
成
九
年
八
月
号
）
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

は
じ
め
に

既
存
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

上
記
方
針
を
う
け
て
平
成
六
年
度
に
開
始
し
た
の

が
既
存
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。
平

成
十
年
度
ま
で
に
五
万
三
千
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
と

二
万
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

完
了
し
た
。
こ
れ
ら
の
画
像
を
当
館
で
は
今
後
様
々

な
使
途
に
展
開
で
き
る
「
素
材
」
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。
急
速
に
変
化
し
続
け
る
情
報
処
理
技
術
を

使
い
な
が
ら
長
期
的
な
情
報
の
蓄
積
を
実
現
し
て
ゆ

く
た
め
の
エ
夫
で
あ
る
。

原
稿
と
な
る
写
真
フ
ィ
ル
ム
は
四
イ
ン
チ
X
五
イ

ン
チ
版
が
主
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
平
型
（
フ
ラ
ッ

ト
ベ
ッ
ド
）
も
し
く
は
筒
型
（
ド
ラ
ム
）
の
ス
キ
ャ

ナ
を
用
い
て
い
る
。
仕
様
は
当
館
で
設
計
し
、
実
際

の
入
力
作
業
は
外
部
委
託
し
て
い
る
。

カ
ラ
ー
画
像
は
三
色
（
赤
青
緑
）
分
解
、
モ
ノ
ク

ロ
ー
ム
画
像
は
一
色
で
、
各
色
ご
と
に
二
百
五
十
六

階
調
の
深
さ
を
持
つ
。
こ
の
仕
様
で
は
モ
ノ
ク
ロ
ー

東
京
国
立
博
物
館

文
化
財
画
像
デ
ー
タ
作
成
状
況

東京国立博物館

情報管理研究室長

高見沢明雄

ふ
ム
画
像
の
優
位
性
は
な
い
が
、
既
存
情
報
す
べ
て
の

方
針
の
も
と
に
実
施
し
て
い
る
。
画
素
数
（
解
像
度
）

は
約
三
十
万
画
素
（
5
0
0
x
6
2
5
)

か
ら
、
約
百
二
十

万
画
素
（
1
0
0
0
x
1
2
5
0
)

、
約
五
百
万
画
素
(
2
0
0
0
x

2
5
0
0
)

、
約
二
千
万
画
素
(
4
0
0
0
x
5
0
0
0
)

ま
で
四
段

階
す
べ
て
を
作
成
す
る
。
一
般
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
表
示
す
る
の
に
手
ご
ろ
な
大
き
さ
か
ら
商
業
印
刷

に
も
耐
え
る
大
き
さ
ま
で
網
羅
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
形
式
は
標
準
的
な
画
像
フ
ァ
イ
ル
形
式
を

選
択
し
て
い
る
。
取
り
込
ん
だ
ま
ま
の
状
態
の
画
像

を
T
I
F
F
形
式
、
容
量
を
二
十
分
の
一
か
ら
三
十

分
の
一
程
度
に
圧
縮
し
た
デ
ー
タ
を
J
P
E
G
方
式

で
記
録
す
る
。
四
段
階
の
大
き
さ
（
解
像
度
）
に
そ

れ
ぞ
れ
圧
縮
・
非
圧
縮
の
別
が
あ
る
た
め
、
一
枚
の

原
稿
（
一
画
像
）
に
対
し
作
成
す
る
フ
ァ
イ
ル
は
八

っ
と
な
る
。
納
品
媒
体
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
追
記

型
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク

(
C
D
I
R
)
を
用
い
て

い
る
が
、
今
後
は

D
V
D
を
検
討
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。以
上
の
作
成
工
程
の
み
が
外
部
委
託
工
程
で
、
一

般
に
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
「
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
の

納
品
で
は
な
い
。
画
像
デ
ー
タ
を
実
際
に
情
報
シ
ス

テ
ム
に
載
せ
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
の
は
館
側
の
作

業
で
あ
る
。
将
来
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
新
た
な
展

開
を
自
由
に
で
き
る
よ
う
、
肝
心
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
館

側
で
確
保
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
そ

れ
は
コ
ス
ト
低
減
に
も
つ
な
が
る
。
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► 図 2 文化財情報システムフォーラムの概要

文化庁では、国立博物館・美術館の収蔵品や国指定文化財について、計画的に

デジタル化と情報公開を進める「文化財情報システム・美術情報システム」を構

築中だが、さらに、そのシステムを拡充して、国立博物館・美術館の収蔵品や国

指定文化財に限らず、各公私立博物館・美術館がインターネットで公開している

文化財や美術品の情報を「作品名」「作者名」「時代」「収蔵者」などで検索できる

「共通索引システム」で結び、国民が自宅等の端末から、知りたい文化財や美術作

趣旨
品がどこにあるかを知り、インターネットを通じて所蔵館から情報を引き出せる

ことを目指し、これを推進するため「文化財情報システムフォーラム」を設立す

る。

これは、国公私立博物館・美術館等や情報システムに関心のある文化財・美術

品関係者に広く共通索引システムヘの参加を求めるため、共通索引システム等の

内容の啓発を行い、デジタル化された情報をインターネット等を通じてよりよく

国民に提供するため、共通索引システムの内容の改善や文化財情報システム・美

術情報システムをめぐる諸問題について広く話し合うことを目的とする。

1.インターネットを通じた情報提供や意見交換

インターネットを通じ、共通索引システムや情報システムの情報提供を

行うとともに、システムに関する質問の受付けや意見交換等を行う。

機能
2. シンポジウムや懇談会による検討や意見交換

共通索引システムや情報システムをめぐる諸問題の検討や意見交換を行う。

3.研修会の実施及び技術指導

共通索引システムヘの参加や情報システムの作成に関する研修会の開催

や技術的相談等を行う。

世話人
運営方針のまとめ役として文化庁、国公私立博物館・美術館の代表を世話人と

して選ぶが、連営自体は開かれた形で行われることを目指す。

正会員
共通索引に参加を予定している国公私立博物館・美術館及び地方自治

体等
参加資格

オプザーバー
システムに関心のある行政、博物館、美術館、その他文化財・美術品

関係者

文化庁文化財保護部伝統文化課文化財保護企画室

参加窓口
電話： 03-3581-4211 内線2415

Fax : 03-3581-7208 

E-mail-forum@bunka.go.jp 
事務局

東京国立博物館資料部情報管理研究室

技術相談
電話： 03-3822-llll 内線407

Fax : 03-3822-8502 

E-marl sysmfo @tnm go.JP 

複
製
・
販
売
等
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
制
作
者
が

複
製
・
販
売
等
に
よ
り
利
益
を
得
た
場
合
に
は
、
そ

の
一
定
割
合
を
所
有
者
に
支
払
う
こ
と
を
義
務
づ
け

る
と
い
っ
た
、
文
化
財
の
所
有
者
の
権
利
を
保
護
す

る
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
民
間
団
体
で
あ
る
「
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
協
議
会
」
が
文
化
庁
等
の

関
係
省
庁
の
協
力
の
下
に
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
昨

年
一

0
月
に
は
、
「
権
利
問
題
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
」

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
こ
の
案
も

基
本
的
に
は
同
様
の
考
え
方
に
よ
る
）
。
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園姿

餞／切レチメテ1アによるV化財向但右滋田
画
像
全
体
で
は

C
D
一
万
枚
以
上
、
フ
ァ
イ
ル
数

三
十
万
弱
、
容
量
に
し
て
約
五
テ
ラ
バ
イ
ト
と
相
当

な
量
に
な
る
。
少
量
で
あ
れ
ば
容
易
に
対
処
で
き
る

作
業
上
の
誤
り
や
機
器
・
記
録
媒
体
の
障
害
で
も
、

大
量
に
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
れ
な
り
の
大

量
デ
ー
タ
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
が
要
求
さ
れ
る
。

非
圧
縮
画
像
は

C
D
の
ま
ま
蓄
積
し
、
主
と
し
て

加
工
素
材
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
な
お
色
素
で
記

三
次
元
画
鍛
実
験

上
記
の
実
用
本
位
の
画
像
作
成
と
並
行
し
て
、
三

次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

(
C
G
)
技

術
の
応
用
に
も
着
手
し
て
い
る
。
現
状
で
は
可
能
性

追
求
の
段
階
だ
が
、
平
成
九
年
度
か
ら
十
年
度
に
か

け
て
、
「
野
々
村
仁
清
作
色
絵
月
梅
図
茶
壺
」
と
「
尾

形
光
琳
作
八
橋
蒔
絵
螺
釧
硯
箱
」
を
対
象
に
ビ
デ

オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ウ
ェ
ブ
版
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成

し
た
。三
次
元

C
G
で
は
形
状
作
成
、
表
面
質
感
付
与
と

い
っ
た
工
程
の
後
に
、
最
終
的
な
表
現
に
必
要
な
ニ

次
元
の
静
止
画
・
動
画
を
作
成
す
る
。

形
状
作
成
の
工
程
で
は
、
取
扱
い
の
難
し
い
文
化

財
を
い
か
に
計
測
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

文
化
財
の
計
測
に
は
非
接
触
型
の
三
次
元
形
状
計
測

装
置
が
理
想
的
だ
が
、
複
雑
な
形
状
を
正
確
に
計
測

で
き
、
か
つ
、
文
化
財
を
扱
う
の
に
適
切
な
環
境
に

録
す
る
追
記
型
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
の
寿
命
は
比

較
的
短
い
と
考
え
ら
れ
、
今
年
か
ら
大
容
量
磁
気
テ

ー
プ
（
三
十
五
ギ
ガ
バ
イ
ト
）
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
開
始
し
た
。

画
像
圧
縮
し
た
デ
ー
タ
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
複
写

し
、
常
時
構
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
最
大
解
像
度
を
含
む
全
画
像
が
利
用
可

能
で
あ
る
。
ま
た
東
京
国
立
博
物
館
収
蔵
品
の
画
像

＿
l

一
次
元
C

G
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
尾
形
光
琳
作
八
橋
蒔
絵
螺
細
硯
箱
」

搬
入
・
設
置
で
き
る
装
置
は
現
実
に
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
今
回
の
実
験
で
は
、
陶
器
と
い
う
比
較
的
強
い

材
質
の
茶
壺
に
は
接
触
型
の
三
次
元
形
状
計
測
装
置

を
用
い
、
表
面
の
脆
弱
な
硯
箱
に
は
熟
練
者
の
手
作

業
に
よ
る
計
測
を
適
用
し
た
。
ま
た

X
線
写
真
撮
影

に
よ
っ
て
内
部
構
造
を
調
査
す
る
こ
と
も
行
っ
た
。

質
感
付
与
の
工
程
で
は
、
表
面
に
貼
り
付
け
る
画

像
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
、
通
常
写
真
撮
影
の
ほ
か
、

ス
リ
ッ
ト
カ
メ
ラ
に
よ
る
全
周
撮
影
や
内
視
鏡
に
よ

る
内
部
撮
影
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
っ
た
。
結
果
と
し

て、

C
G
と
言
わ
ず
に
見
せ
れ
ば
、
ま
ず
写
真
と
思

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
質
感
が
表
現
で
き
た
。

最
終
的
な
表
現
で
は
、
茶
壺
や
硯
箱
の
製
作
過
程

を
擬
似
的
に
再
現
し
た
ほ
か
、
関
連
作
品
と
の
対
比

な
ど
も
行
っ
た
。
ま
た
、

C
G
技
術
な
ら
で
は
の
表
現

と
し
て
、
茶
壺
の
外
側
表
面
に
描
か
れ
た
絵
を
内
側

か
ら
透
か
し
て
見
た
ら
ど
う
見
え
る
か
と
い
う
よ
う

な
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
視
覚
体
験
も
提
供
で
き
た
。

な
お
鑑
賞
で
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

こ
れ
ま
で
に
作
成
し

た
の
は
通
常
の
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
規
格
の
ビ

デ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、

さ
ほ
ど
大
き
く
な
い

ウ
ェ
ブ
版
だ
け
だ
が
、

形
状
作
成
・
質
感
付

与
の
工
程
で
は
そ
れ
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（上）四つの解像度の比較

（下）上記の全図「一遍上人絵伝」第七巻より

ま
と
め
に
か
え
て

を
、
画
面
上
で
見
て
も
ら
う
前
提
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
(

h

ttp"
/

/

w

w

w

.

t

nm.g
o.
j
p
/
)
で
二
万
六
千
の
画
像
を
公
開
し
て
い

る
。
た
だ
し
解
像
度
は
百
二
十
万
画
素
・
三
十
万
画
素

の
二
段
階
に
限
る
。
最
近
の
利
用
状
況
は
フ
ァ
イ
ル

数
に
し
て
毎
週
三
千
件
か
ら
五
千
件
程
度
、
年
間
に

換
算
す
る
と
十
五
万
件
か
ら
三
十
万
件
に
相
当
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
写
真
カ
ー
ド
や
印
刷
物
の

制
限
を
大
き
く
超
え
る
機
能
が
実
現
で
き
た
。
例
え

ば
年
中
無
休
、
二
十
四
時
間
の
画
像
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

や
、
条
件
検
索
機
能
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ら
で
は
の
機
能
で
あ
る
。
ま
た
画
像
の
デ

ジ
タ
ル
化
運
用
は
紙
へ
の
印
刷
に
比
べ
、
す
で
に
経

済
的
に
も
優
位
性
を
得
て
い
る
。
二
万
六
千
も
の
雑

多
な
図
版
の
入
っ
た
印
刷
物
を
購
入
し
て
手
元
に
置

け
と
い
う
の
は
現
実
味
に
乏
し
い
。

画
像
を
直
接
提
供
す
る
ほ
か
に
、
千
件
程
度
の
画

像
を
選
び
、
さ
ら
に
入
念
な
加
工
を
施
し
て
商
品
化

す
る
試
み
も
、
企
業
と
協
力
し
て
開
始
し
た
。
今
年

中
に
完
成
の
予
定
だ
が
、
「
素
材
の
蓄
積
」
と
い
う
考

え
方
の
有
効
性
が
検
証
さ
れ
る
試
み
で
も
あ
る
。

一
方
で
課
題
も
残
る
。
こ
う
し
て
作
成
し
た
画
像

デ
ー
タ
は
写
真
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
「
見
た
目
」
の

世
界
に
と
ど
ま
る
。
文
化
財
の
「
記
録
」
や
「
保
存
」

と
し
て
は
か
な
ら
ず
し
も
十
分
と
言
え
な
い
。
将
来

的
に
は
、
形
状
や
色
彩
の
「
精
度
」
を
保
証
す
る
「
計

測
」
の
観
点
か
ら
構
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
期
待
さ

れ
る
。

ら
を
大
き
く
超
え
、
四
百
万
画
素
（
縦
横
二
千
画
素

ず
つ
）
程
度
の
表
示
で
違
和
感
の
な
い
精
細
度
の
デ

ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
。
た
だ
し

C
A
D
的
な
水
準

の
精
度
は
そ
も
そ
も
目
標
と
し
て
い
な
い
。

ウ
ェ
ブ
版
は
東
京
国
立
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ

ス
で
公
開
し
て
い
る
が
、
ビ
デ
オ
版
は
残
念
な
が
ら

現
在
の
と
こ
ろ
市
販
し
て
い
な
い
。

C
G
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
「
表
現
力
」
は
格
段

に
増
し
た
。
一
方
で
博
物
館
と
し
て
は
、
立
体
を
平

面
に
還
元
し
て
と
ら
え
る
の
で
な
く
、
立
体
そ
の
も

の
と
し
て
し
か
も
正
確
に
と
ら
え
る
と
い
う
、
従
来

の
技
術
で
は
不
可
能
だ
っ
た
「
記
録
方
法
」
へ
の
期

待
も
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
前
途
遼
遠
で
あ
る
。
現

在
の
三
次
元

C
G
技
術
は
、
三
次
元
と
言
い
な
が
ら

実
際
に
は
二
次
元
で
ど
う
表
現
す
る
か
の
結
果
部
分

に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
よ
う
で
、
三
次
元
世
界
を

人
間
の
視
覚
を
超
え
て
把
握
す
る
、
と
い
う
よ
う
な

方
向
は
ま
だ
望
め
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

画
像
を
含
め
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
文
化
財
の
活
用
手

段
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
情

報
の
蓄
積
は
博
物
館
に
と
っ
て
大
き
な
資
産
と
な
る
。

現
状
で
は
技
術
的
に
も
社
会
的
に
も
末
熟
な
面
が

多
々
あ
り
苦
労
も
多
い
が
効
果
も
大
き
い
。
率
先
し

て
実
施
し
て
正
解
と
い
う
の
が
現
場
責
任
者
と
し
て

の
実
感
で
あ
る
。
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脇町南町伝統的建造物群保存地区（徳島県）
商家11IJ／昭和63年12月16日選定

（撮影／三沢博昭）
むや

徳島県のほぼ中央、吉野川北岸にある脇町は鳴門に至る撫養街道と、高松へ通じる讃岐

街道が交差する要衝の地であつだ。江戸時代より通商産業が盛んで、特に阿波特産の藍の

吉野川中流威の集散地として、早くから舟運を利用できる南町には富商の大規模で豪壮な

商家が軒を並ぺていた。

脇町南町伝統的建造物群保存地区は、現在、徳島県で唯一、国の重要伝統的建造物群保

存地区に選定されている。保存地区は吉野川に並行しだ東西約400mの南町の両側、面積約

5.3 haである。 18世紀初頭以降の各時期の民家遺構ガ数多く残り、近世在郷町としての繁
栄をよく示している。11lJ並景観を構成する11lJ家群は、本瓦詈・大壁造りの重厚な構えと装

飾的な rうだつ」など、特色ある意匠をもっている。特に rうだつJは近郊の貞光Ill)や池

田町のものに比べ、豪放ガつ豊かな造形がう力がえる。全体に、乱開発を受けなガっただ

め、繁栄期を筍彿とさせるすくれだ歴史的11lJ並を合に伝えている。

現在、 11lllllJ南町保存地区は静力な住宅地になっているが、南の大谷川にガガる橋の修景、
電柱の撤去、架線の地中埋設、路面の地道風舗装など、高度な手法により11lJ並み景観の整

備が積極的に進められている。 ＇（文化財保護部建造物諌文化財調査官 上野勝久）

インターネットの普及に伴い、最近、博物館・美術館でも、 9ホー

ムページを開設し、展覧会や収蔵品の情報などを発信するところが

増えてきています。まだ、最新のマルチメディア技術を用いて、退

色した作品の色彩の復元を行うなどの取り組みも行われています。

マルチメディア技術の一層の進展により、今後の文化財の保存・

修理・活用の充実が期待される一方、文化財の所有者等の権利の保

護がより重要になっています。

今月号では、マルチメディアによる文化財の保存・活用に関する

文化庁の施策、博物館・美術館の取り組みの事例や、関連企業、海

外の動向を紹介しています。関係の方々の御参考になれば幸いであ

るとともに、今後のマルチメディアの動向を注視したいと思います。
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